
一 般 質 問

※ バンドリング：同種又は異種の複数施設を一括して事業化する手法

■問 ①米子市新体育館の駐車場
を整備し、駐車場有料化や減免
制度を見直すべき②スポーツコ
ミッションを立上げ取組強化を図
るべき③県西部に動物愛護セン
ターを整備すべき④フレイル対
策の全県への波及を図るべき⑤
花回廊の委託期間は３年としバ
ンドリング(※)等を検討すべき。
■答 ①米子市と協議する。必要な
施設から重点的に検討する②役
割や運営を検討する③新年度に
考える④米子市のような取組を
広げていく⑤そのように環境を
整え公明正大に議論する。

野坂　道明 議員
選挙区　米子市
会　派　自由民主党

ポストコロナにおける
官民連携のあり方

■問 ①令和2年度末期限の国土強
靭化緊急対策と過疎法の国動向
と知事の行動方針は②整備の進
む青谷上寺地遺跡の活用法は。
■答 ①9月30日概算要求に事項
要求で載っており国交省は令和
３年度以降も緊急３か年水準超
え予算確保すると考える。過疎
法も知事会として議員立法成立
を働きかけている。両方成立に
向け行動する②令和５年ぐらい
を目標に上寺地遺跡を順次オー
プンする。高速道路整備と共に
泊まって食べてアクティビティ
を楽しむ観光商品造成を進める。

中島　規夫 議員
選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

①国土強靭化と過疎法
②青谷上寺地遺跡活用

■問 ①自治体病院の地域包括ケ
アシステム推進の取組評価を交
付税措置対象とするよう要望。
②医師の臨時定員枠削減は、ま
だ医師不足があり中止すべき。
③地域の総合診療医の育成を自
治医科大学に要請してほしい。
■答 ①交付税措置の対象など、持
続可能な運営支援を要望する②
厚労省に、医師供給ストップは
現実に合致していないことを強
く申入れ、先送りとなった③診
療科目専門医の養成と共に地域
医療の専門医養成も自治医大に
申し入れる。

内田　博長 議員
選挙区　日野郡
会　派　自由民主党

過疎地域の自治体立病院
について

期　日 日　　程

11月定例会の日程案

※ 日程は変更の可能性があります。
※ 午前10時開始の予定です。

 １１月 ２６日（木） 本会議（開会・提案理由説明）
  ２７日（金） 常任委員会
  ３０日（月） 本会議（代表質問）
 １２月 ２日（水）
  ３日（木） 
  ７日（月） 

本会議（一般質問・質疑）
 

  ８日（火） 
  １０日（木） 
  １１日（金） 
  １５日（火） 常任委員会
  １６日（水） 特別委員会
  １７日（木） 本会議（採決・閉会）

県 議 会 か ら の お 知 ら せ
パソコン・スマートフォンで
ご覧いただけます

みなさまへ

　本会議、常任委員会、特別委員会などの生中継と録
画中継のインターネット放送は、パソコン・スマート
フォンからもご覧いただけます。
　また、本会議はケーブルテレビでもご覧いただけ
ます。

鳥取県議会ホームページは　
こちらから→

　県民のみなさまに、より身近な
広報紙づくりのため、「内容の充
実」など、みなさまのご意見をぜ
ひお聴かせください！
　　　　　　　　  （広報委員Ｙ）

常任委員会活動

総務教育常任委員会
　９月定例会では、９月に発生した豪雨被害
の復旧、支援などを盛り込んだ一般会計補正
予算追加議案を含む本委員会所管の６議案に
ついて、慎重に審査を行った結果、いずれの
議案も妥当なものと認め、原案のとおり可決
すべきものと決定した。
　また、今回新たに提出された陳情３件のう
ち、「女性差別撤廃条約選択議定書の早期批准
を求める意見書の提出について」は、現時点
では、国の調査検討、議論を見守ることが適
当と考えるといった意見などを受け、採決の
結果、「研究留保」と決定し、そのほか２件の
陳情については、討論、採決の結果、「不採択」
と決定した。

　鳥取県議会には４つの常任委員会があり、定例会中の
付託案件の審査に加え、閉会中も継続審査や県内外調査、
勉強会などの活動を続けています。

福祉生活病院常任委員会
　９月定例会では、本委員会所管の補正予算や
鳥取県青少年健全育成条例の一部改正など5件
の議案について、慎重に審査を行い、いずれも
原案どおり可決すべきものと決定した。
　また、新たに提出された陳情４件について慎
重に審査を行った結果、私学助成に関する意見
書の提出を求める陳情については、採択と決定
し、国への意見書を委員会から発議することを
決定した。
　そのほか９月２日に、鳥取環境大学、衛生環
境研究所及び県立中央病院における新型コロナ
ウイルス感染症への対応状況、鳥取赤十字病院
における抗原検査に関する調査をWEB会議に
て行った。

農林水産商工常任委員会
　９月定例会では、本委員会所管の「令和２年
度鳥取県一般会計補正予算（第５号）」、全国初
の条例で県有種雄牛の遺伝資源を知的財産とし
て位置づけることなどを明記した「鳥取県産和
牛の保護及び振興に関する条例」や９月26日
から27日に発生した豪雨被害に対応するため
に追加提案された「令和２年度鳥取県一般会計
補正予算（第６号）」など４件の議案について、
慎重に審査を行った結果、いずれも原案どおり
可決または承認すべきものと決定した。
　県内調査では、７月に八頭郡を訪問し、リニ
ューアルした舂米発電所の概要、コロナ禍にお
ける新しい働き方への取組やインターネットを
活用した農産物の販路拡大について調査した。

地域づくり県土警察常任委員会
　９月定例会では、令和２年度鳥取県一般会計
補正予算（第５号）など８議案について慎重に
審査を行い、いずれの議案も妥当なものと認め、
原案のとおり可決すべきものと決定した。併せ
て、新たに提出された陳情「美保基地への空中
給油・輸送機KC46Aの配備に反対することに
ついて」を、防衛は国の専権事項であること、ま
た、米子市及び境港市が既に同意していること
等から不採択とすることに決定した。さらに、
国の「防災・減災、国土強靭化のための３か年緊
急対策」が今年度で終了するため、引き続き必
要な対策の実施を求める「防災・減災、国土強靭
化対策の継続を求める意見書」の提出について、
当委員会から発議することとした。

とっとり県議会だより
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